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論文内容の要旨
【緒言】
　概日リズム睡眠・覚醒障害（circadian rhythm sleep-wake disorder；CRSWD）は体内の
概日リズムを外界の24時間周期あるいは望ましい時間帯に同調させることができない障害
で、その中でも睡眠・覚醒相後退障害（Delayed Sleep-Wake Phase Disorder; DSWPD）と

















についてVisual Analog Scale （VAS）の計測を実施した。直近の前後において、アクチグ
ラフおよび睡眠日誌を記録し睡眠覚醒リズムの測定、およびベック抑うつ評価尺度（Beck 
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